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昨年に日本水大賞委員会（名誉総裁 秋篠宮文仁殿下）主催の日本水大賞に「「水水のの環環かからら人人のの輪輪へへ  ∞∞命命ををつつ

ななぐぐ防防災災井井戸戸∞∞」」として防災井戸活動に関して応募しておりましたところ、「第９回日本水大賞」厚生労働大臣賞

を受賞することになりました。これもひとえに皆様の防災活動・防災意識のたまものと感謝しております。 

地球は水の惑星と言われており、水は自然界の中で循環し、その過程で災害により幾多の被害をもたらす一方で、

人間を含む地球上の生命を育み、生存を支え、汚染を浄化してきました。日本水大賞は、安全な水、きれいな水、

おいしい水にあふれる２１世紀の日本と地球を目指し、水循環系の健全化に寄与することを目的としています。 

表彰式・受賞活動発表会は、６月１日（金）「国際連合大学 ウ・タントホール」（東京渋谷区）で行われます。

 第１回の学習ポイント 

① 身の安全を第一に考える 

まずは自分自身を守りましょう。 

② 揺れがおさまれば火の始末 

小さな火ならすぐに消火できます。 

③ あわてて外に飛び出さない 

落ち着いた行動をとりましょう。 

④ 戸を開けて、出口の確保 

その際もガラスの破片に注意してください。 

⑤ ガスの元栓を締める 

自動遮断されていても念のために元栓から閉じて

ください。 

⑥ 受話器が外れていたら元に戻す 

受話器が外れていると通話と同じ状態になり回線

がパンクします。 

⑦ デマで動かず正しい情報を 

みなさんの家には電池式のラジオはありますか？ 

※みなさんも家族と一緒に「災害紙上訓練・ＤＰＧ」

で仮想訓練を！ 
この原稿は、３月２５日（日）の能登半島地震発生前に出稿されたものです。

参考文献「災害紙上訓練・ＤＰＧ」はニッポン放送発行「生きるための７５

の教え」、絵は川崎市ホームページから引用しています。 

イイインンンタタターーーネネネッッットトトラララジジジオオオ「「「ｅｅｅ－－－ｋｋｋｇｇｇｂｂｂ・・・ネネネッッットトトワワワ

ーーーククク５５５８８８４４４」」」ににに出出出演演演しししままませせせんんんかかか？？？   

本年１月から、加古川グリーンシティ防災会の新事

業として、インターネットラジオ局を開局し、インタ

ーネットホームページからの配信とグリーンシティ内

のニューメディア７ｃｈ（UHF48ch）で放送してい

ます。開局以来、多くの方々からご意見ご感想などを

賜り、心より感謝申し上げます。 

今までには、管理組合理事役員の方々、平成１８年

度少年団、平成１８年度小学校ＰＴＡ、管理事務所な

どの方々にご協力いただき、無事収録も終了していま

す。もっと多くの方々にご参加いただき色々なお話を

聞くことができればと思っています。 

今後は、新コーナー「理事長と話そうタウンミーテ

ィング・仮称」「難問解決！グリーンシティ・仮称」「グ

リーンシティ不思議発見・仮称」など何処かで聞いた

ことのあるようなコーナー、楽器演奏などの得意なも

のがあれば収録し、ワイワイと楽しくやっていきたい

と思っています。主に収録は日曜日の夜行っています。

出演や見学のお問い合わせは管理事務所またはメー

ルやグリーンネット掲示板でご連絡ください。 

   

いつ起きるかわからない大地震！その大地震をグリ

ーンだより紙上で体験し「いかにして自分の命を守る

か」を考えてください。 

大地震発生の瞬間から、目の前に広がる風景、あな

たの生活、すべてが一変してしまいます。この瞬間に

起きてもおかしくない地震、さて、あなたならこの体

験でどう感じるでしょうか？ 今回の地震想定日は、

４月中旬の日曜日、午前８時３０分です。 

第１回 「大地震発生だ！」 

日曜日の朝、家族でゆっくりとラジオで音楽を聞き

ながら朝食を食べているその瞬間に発生した。ゴーッ、

ガタガタガタ、えっ、地震？ドッカァーン！さあ大変

だぁー！大地震発生！電気は消え、テーブルの上の食

器類も落ち、熱いコーヒーがひっくり返る。食器棚か

ら食器が飛び出し、隣の部屋では家具が倒れる音がす

る。電話も床に落ちる。父は「地震だ！早くテーブル

の下へ」と子ども二人を机の下に押し込んだ。妻は台

所でしゃがみ込んだまま動けない。父は「頭を守れ！」

と叫ぶ。妻は空の鍋を頭にかぶる。その時、ラジオか

ら次のような緊急情報がアナウンスされる。 

・地震です。落ち着いて、まず身の安

全を図ってください。 

・上から落ちてくる物、倒れてくる物

に注意してください。 

・テーブルや机の下にもぐって様子を

見てください。 

・火が心配です。ガスも心配です。早く消しましょう。

・海岸近くの人は、念のために津波に警戒してください。

・車を運転中の人は、スピードを落とし、安全を確か

めてください。状況次第で車を左側に止めてくださ

い。 

・室内にいる方は、ドアや窓を開けて、逃げ道を確保

してください。 

・地震で怖いのは火事です。火事がおきたら火が小さ

いうちに消してください。 

父は台所へ、コンロの火は消えていたが、ガスのス

イッチを戻し、念のために元栓も締めた。しゃがみ込

んでいる妻を連れ、食卓のテーブル下へ、どうやら落

ちてきた食器で足を切って出血しているようだ。子ど

もたちを抱きかかえる妻。十数秒の揺れだった。「あれ

だけ大きい地震だ！必ず余震が来る気を付けろ！」と

父が言う・・・。５月号につづく 


